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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年1月20日(2016.1.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる原色と、デバイスとを用いて少なくとも一つの画像を表示する方法であって、
　該デバイスは、
　バックライト素子の回路を含むリアパネルであって、それぞれが複数の原色のそれぞれ
に係るエミッターを有し、各エミッターが発光スペクトルに関連し、かつ制御により前記
バックライト素子の輝度とクロミナンスとを調節する、リアパネルと、
　ライトバルブの回路を含むフロントパネルであって、前記ライトバルブは隣接したライ
トバルブの基本的なセットの形で配置されていて、それぞれの基本的なセットは前記複数
の原色のそれぞれに対し少なくとも１つのライトバルブを含み、各ライトバルブは、前記
複数の原色のうちの１つの原色の透過を調整することができる液晶セルと、前記１つの原
色を透過できる着色された光学フィルターであって、各々に透過スペクトルが関連付けら
れる、前記着色された光学フィルターと、を備える、フロントパネルと、
　前記リアパネルのそれぞれのバックライト素子と、前記フロントパネルのライトバルブ
の基本的なセットが複数集まったバックライト付きグループとを光学的に結合させる手段
とを含み、
　各ライトバルブには、前記エミッターの発光の主要色でありかつ前記ライトバルブの前
記着色された光学フィルターを透過した主要色である所与の原色に対してエミッターが関
連付けられており、各ライトバルブの前記着色された光学フィルターの前記透過スペクト
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ルは、前記関連付けられたエミッターの発光スペクトルだけでなく、少なくとも部分的に
、前記関連付けられたエミッターと同じ前記バックライト素子の少なくとも１つの他のエ
ミッターの前記発光スペクトルに及び、
　表示されるこの画像のそれぞれのピクセルが前記フロントパネルのライトバルブの基本
的なセットに対応し、
　前記方法は、
　前記リアパネルのそれぞれのバックライト素子の輝度およびクロミナンスの両方を、前
記バックライト素子と光学的に結合している前記フロントパネルの同じバックライト付き
グループに属する基本的なセットに対応する前記画像のピクセルの表示データに応じて調
節し、
　前記バックライト付きグループのそれぞれのライトバルブの前記液晶セルの透過を、こ
のバルブが属する基本的なセットに対応するピクセルの表示データに応じて調節するだけ
ではなく、前記同じバックライト付きグループの他の基本的なセットに対応する前記ピク
セルの前記表示データに応じても調節し、
　前記バックライト付きグループのそれぞれのライトバルブの前記液晶セルの透過を、こ
のライトバルブに関連する前記エミッターの制御に応じて調節するだけではなく、前記同
じバックライト素子の少なくとも１つの他のエミッターの制御に応じても調節する、前記
方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像表示方法であって、
　ピクセルに対応するそれぞれの基本的なセットに対し、前記表示データは色ベクトル

によって表され、この基本的なセットのそれぞれのライトバルブの透過調節因子

ここで

は前記基本的なセットが属しているバックライト付きグループと光学的に結合しているバ
ックライト素子の前記輝度およびクロミナンスの調節因子を表し、

は色ベクトルが表されている色空間の基本原色の比色分析関数の行列を表し、

はこの素子の全ての調節因子が１以外はゼロであるときの前記バックライト素子の発光ス
ペクトルを表し、

は同じ前記基本的なセットの異なる原色のそれぞれのライトバルブの前記着色された光学
フィルターの透過スペクトルを表す、前記方法。
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【請求項３】
　画像表示デバイスであって、
　それぞれが調節できる輝度とクロミナンスとを有するバックライト素子の回路を備えた
リアパネルであって、それぞれが複数の原色のそれぞれに係るエミッターを有し、各エミ
ッターが発光スペクトルに関連し、かつ制御により前記バックライト素子の輝度とクロミ
ナンスとを調節する、リアパネルと、
　ライトバルブの回路を含むフロントパネルであって、前記ライトバルブは隣接したライ
トバルブの基本的なセットの形で配置されていて、それぞれの基本的なセットは前記複数
の原色のそれぞれに対し少なくとも１つのライトバルブを含み、各ライトバルブは、前記
複数の原色のうちの１つの原色の透過を調整することができる液晶セルと、前記１つの原
色を透過できる着色された光学フィルターであって各々に透過スペクトルが関連付けられ
る前記着色された光学フィルターと、を備える、フロントパネルと、
　前記リアパネルのそれぞれのバックライト素子を、前記フロントパネルのライトバルブ
の複数の基本的なセットを集めたバックライト付きグループと光学的に結合させるための
手段と、
を備え、
　各ライトバルブには、前記エミッターの発光の主要色でありかつ前記ライトバルブの前
記着色された光学フィルターを透過した主要色である所与の原色に対してエミッターが関
連付けられており、各ライトバルブの前記着色された光学フィルターの前記透過スペクト
ルは、前記関連付けられたエミッターの発光スペクトルだけでなく、少なくとも部分的に
、同じバックライト素子の少なくとも１つの他のエミッターの前記発光スペクトルに及び
、
　前記画像表示デバイスに表示される画像のそれぞれのピクセルは、前記フロントパネル
のライトバルブの基本的なセットに対応し、
　前記リアパネルのそれぞれのバックライト素子の輝度およびクロミナンスの両方を、前
記バックライト素子と光学的に結合している前記フロントパネルの同じバックライト付き
グループに属する基本的なセットに対応する前記画像のピクセルの表示データに応じて調
節する手段と、
　前記バックライト付きグループのそれぞれのライトバルブの前記液晶セルの透過を、こ
のバルブが属する基本的なセットに対応するピクセルの表示データに応じて調節するだけ
ではなく、前記同じバックライト付きグループの他の基本的なセットに対応する前記ピク
セルの前記表示データに応じても調節する手段と、
　前記バックライト付きグループのそれぞれのライトバルブの前記液晶セルの透過を、こ
のライトバルブに関連する前記エミッターの制御に応じて調節するだけではなく、前記同
じバックライト素子の少なくとも１つの他のエミッターの制御に応じても調節する手段と
、
　をさらに備える、前記表示デバイス。
【請求項４】
　前記エミッターは発光ダイオードである、請求項３に記載の表示デバイス。
【請求項５】
　前記光学的に結合させるための手段は、リア散乱層と、フロント散乱層と、前記リア散
乱層と前記フロント散乱層との間に挿入された透明な厚い層と、を含む光散乱パネルを備
える、請求項３から４のいずれか１つに記載の表示デバイス。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　本発明は、異なる原色を使用した画像表示装置に関するものであって、輝度調節可能な
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バックライト素子の回路を備えたリアパネルと、一つの原色の明度をそれぞれ調節でき隣
接したライトバルブの基本的なセットの形で区分されているライトバルブの回路とを備え
たフロントパネルであってそれぞれのセットがそれぞれの前記原色の少なくとも一つのラ
イトバルブを備えているフロントパネルと、前記リアパネルのそれぞれのバックライト素
子がフロントパネルにおいてライトバルブの複数の基本的なセットが集まったバックライ
ト付のグループに光学的に結合する手段とを含んでいる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００３】
　非特許文献２に、このような表示デバイスのバックライト発光ダイオードの光のドリフ
トを安定させる手段が述べられている。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　このような表示デバイス中では、バックライト素子のそれぞれのエミッターは通常、原
色のうちの一つを発光できる。３つのデジタル処理された原色の、赤、緑、および青を用
いて画像を表示する場合、それぞれのバックライト素子は通常、赤色エミッター、緑色エ
ミッター、および青色エミッターを含む。ピクセルとして表示される、ライトバルブの基
本的なセットのそれぞれのライトバルブは、一つの原色の、赤、緑、または青を調節する
ことができる。通常起こることであるが、例えば、原色の赤を調整することができるライ
トバルブは、赤色エミッターからの光だけでなく、同じバックライト素子の一部緑色エミ
ッターおよび／または青色エミッターからの光の明度を調整する。この状況は、例えば、
ライトバルブが着色された光学フィルターを備えた液晶セルであるとして、原色の赤を透
過する着色された光フィルターを備えたライトバルブは、赤色エミッターから発光された
光によってだけでなく、例えば、たとえ弱くても、緑色エミッターまたは青色エミッター
から発光された赤の成分も透過する場合にも起こる。これらの色の干渉（色クロストーク
）は画像表示の品質を落とす。本発明の一つの目的は、画像表示の品質を向上することで
もある。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　この目的のために、本発明の主題は多くの原色を用いて表示されている画像のためのデ
バイスであって、調節可能な輝度を有するバックライト素子の回路を備えたリアパネルと
、一つの原色の明度をそれぞれ調節でき、隣接したライトバルブの基本的なグループの形
で区分されているライトバルブの回路を備えたフロントパネルと、リアパネルのそれぞれ
のバックライト素子がフロントパネルにおいてライトバルブの多くの基本的なグループが
集まったバックライト付のグループと光学的に結合する手段とを含んでいる。ここで、バ
ックライト素子は同様にクロミナンスを調節できる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　光学的に結合する手段は、リア拡散層、フロント拡散層、およびリア拡散層とフロント
拡散層の間に挿入された透明な厚い層を備える光拡散パネルから成るのが望ましい。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１５】
　本発明の主題は、特に、本発明に関するデバイスを用いて少なくとも一つの画像を表示
する方法である。ここで、表示される画像のそれぞれのピクセルはフロントパネルのライ
トバルブの基本的なセットに対応し、その方法では、リアパネルのそれぞれのバックライ
ト素子の輝度とクロミナンスの両方とも、バックライト素子に光学的に結合されているフ
ロントパネルと同じバックライト付きのグループに属している基本的なセットに対応して
いる、画像のピクセルの表示データに応じて調節される。バックライト素子の、従来の技
術のような輝度だけでなく、クロミナンスを調節するこのような方法により画像の表示を
実行することによって、バックライト素子の回路はより有益に利用され、さらに画像の表
示のコントラスト、および、何よりも質が向上する。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　画像を表示するために、バックライト付のグループのそれぞれのライトバルブの明度は
同様に、このバルブが属する基本的なセットに対応するピクセルの表示のデータに応じて
調節されることが望ましい。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　バックライト付きグループのそれぞれのライトバルブの明度は、このバルブが属する基
本的なセットに対応するピクセルの表示のデータに応じてだけでなく、同じバックライト
付きグループのほかの基本的なセットに対応するピクセルの表示のデータに応じても調節
されるのが望ましい。正確には、バックライト素子によって背後から光を当てられるグル
ープのそれぞれのライトバルブのバックライト輝度およびクロミナンスは、このライトバ
ルブが属する基本的なセットに対応するピクセルの表示データだけでなく、同じバックラ
イト付きグループに属する全ての基本的なセットに対応するピクセルの表示データに依存
する。それぞれのライトバルブを制御するために、そのバックライト、つまり、本発明で
の表現に置き換えると、このライトバルブと同じバックライト付きグループに属する全て
の基本的なセットに対応するピクセルの表示データを考慮に入れることが適切であること
が知られている。これは画像表示の品質を落とす色の干渉を防ぐ。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００１９】
　それぞれのバックライト素子が原色のそれぞれに対して少なくとも一つのエミッターを
備え、それぞれのエミッターは発光スペクトルに関係していることと、
　それぞれのライトバルブが、このバルブの明度調整のための液晶セルと、原色を透過で
きる着色された光フィルターと、このバルブが調節可能な明度と、透過スペクトルに関係
するそれぞれの着色された光フィルターとを備えていることと、
　それぞれのライトバルブが、原色のための少なくとも一つのエミッターに関連し、バル
ブの明度は調節できることと、
　ライトバルブの着色されたフィルターの透過スペクトルは、エミッターの発光スペクト
ルだけでなく、少なくとも部分的に、少なくとも一つの他の原色の同じバックライト素子
の少なくとも一つの他のエミッターの発光スペクトルも網羅することが望ましく、
　バックライト付きグループのそれぞれのライトバルブの明度は、このライトバルブに関
係する少なくとも一つのエミッターの調節に応じてだけでなく、同じバックライト素子の
少なくとも一つのほかのエミッターの調節に応じても、同様に調節される。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
　通常、バックライト素子のそれぞれのエミッターは原色のうちの一つを発光できる。画
像が、赤、緑、および青の３つの原色を用いて表示される場合、それぞれのバックライト
素子は通常原色の赤のエミッター、原色の緑のエミッター、および原色の青のエミッター
を備えている。このバックライト素子の輝度とクロミナンスの両方を調節するために、こ
れらのエミッターは通常互いに独立に制御できる。このバックライト素子に光学的に連結
されているバックライト付きグループのそれぞれのライトバルブは、原色の表示色のうち
の一つの明度を、このバルブが属している基本的なセットに対応するピクセルの表示デー
タに応じて調節する。つまり、原色の赤を透過する着色された光学フィルターが備わって
いるライトバルブは、バックライト素子の原色の赤のためのエミッターによって発光され
た光だけでなく、例えば、特に、このライトバルブの着色されたフィルターの透過スペク
トルが原色の緑のためのこのエミッターの発光スペクトルを網羅している場合、たとえ弱
くても、同じバックライト素子の原色の緑のためのエミッターによって発光された光の赤
の要素も透過する。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　一変形によれば、エミッターのうちの一つが２つの原色を発光する可能性がある。例え
ば、画像が３つの原色、赤、緑、および青を用いて表示される場合、それぞれのバックラ
イト素子は原色の赤のエミッター、原色の緑のエミッター、原色の青のエミッター、およ
び原色赤と原色緑とからなる黄色のエミッターを含むことがある。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
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　ピクセルに対応するそれぞれの基本的なセットに対して、表示データは色ベクトル

によって表され、この基本的なセットのそれぞれのライトバルブ（ＶR、ＶG、ＶB）の明
度調節因子

は次の式に従うのが望ましい:

ここで

は前記基本的なセットが属しているバックライト付きグループと光学的に

じ基本的なセットの異なる原色のそれぞれのバルブ（ＶR、ＶG、ＶB）の着色されたフィ
ルターの透過スペクトルを表している。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　図３に、本発明の実施形態における３原色ＰR、ＰG、ＰBを有する画像を表示するデバ
イスを示している。このデバイスは、
　調節できる輝度とクロミナンスを有するバックライト素子の回路を備えるリアパネル１
であって、それぞれのバックライト素子はここでは例えば特許文献５に示されているよう
にそれぞれの原色ＰR、ＰG、ＰBに対して一つのダイオードである３つの発光ダイオード
ＤR、ＤG、ＤB（ＤBは図３に載せられていない）を含み、図１に示すようにこれら発光ダ
イオードＤR、ＤG、ＤBの波長に応じた発光スペクトルが

によって表され、ただしＮはこれらのスペクトルの波長のサンプリングステップの数であ
り、ＲLED、ＧLED、ＢLEDはバックライト素子の輝度とクロミナンスの両方の調節を行え
るようにするダイオードＤR、ＤG、ＤBのそれぞれの調節の目的とする値を示す、リアパ
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ネル１と、
　ライトバルブの回路（図１に載せられていない）を含むフロントパネル２であって、そ
れぞれのライトバルブは、このバルブの流出部の明度を調節することが出来る液晶セルと
、このバルブの流入部に配置された着色された光学フィルターとを備え、それぞれの基本
的なセットがそれぞれの原色ＰR、ＰG、ＰBに対しライトバルブＶR、ＶG、ＶBを含むよう
にこれらのライトバルブは隣接するライトバルブの基本的なセットの形で区分され、図２
を参照すると、同じ基本的なセットのそれぞれのバルブＶR、ＶG、ＶBのそれぞれの着色
されたフィルターＦR、ＦG、ＦBの透過スペクトルが

で表され、ただしＮはこれらのスペクトルの波長のサンプリングステップの数であり、Ｒ

MOD、ＧMOD、ＢMODはフィルターＦR、ＦG、ＦBによってそれぞれフィルターをかけられた
色の明度のみの調節を行えるようにする同じ基本的なセットのバルブＶR、ＶG、ＶBのそ
れぞれの調節の目的とする値を示す、リアパネル２と、
　ライトバルブの複数の基本的なセットを含むリアパネル１のそれぞれのバックライト素
子をフロントパネル２のバックライト付きグループと光学的に結合させる手段３であって
、このような結合手段は例えば特許文献６に記載されていて、この文献中ではリアパネル
とフロントパネル２の間に「ハニカム」構造を形成している反射壁を備えた円筒状の導管
を使用しており、ここでは、特許文献７に他の用途のために記述されているような、円錐
形の光ガイド３１を使用している手段３と
　を含む。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　光結合手段は、同様に、ここではリア散乱層４１、フロント散乱層４２および通常ガラ
スの板であり、散乱層４１と４２の間に挿入される透明の厚い層４３を含む光散乱パネル
４を含む。リア散乱層４１はそれぞれの光ガイド３１の終端部で２次的な光源を形成する
のに役立つ。フロント散乱層４２によって、観測者に観測される、デバイスによって表示
される画像を発光する面は、都合よく、ライトバルブのフロントパネルに非常に接近して
見え、これはディスプレイの品質に有益となるであろう。結論としては、挿入された透明
な厚い層４３によって、同じバックライト素子の様々なダイオードによって発せされた放
射線の組み合わせは向上し、よってバックライトの均一性が向上する。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　表示する画像のそれぞれのピクセルは、上に述べたように、目的とするバルブＲMod、
ＧMod、ＢModに従ってそれぞれ調節することができる異なる原色の隣接したライトバルブ
ＶR、ＶG、ＶBが集まっている、フロントパネルの基本の表示のセットに対応している。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
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　従来、それぞれのピクセルは与えられた色空間ＸＹＺにおける色ベクトル

の形式でコード化されていて、この基本原色の比色分析スペクトル関数は行列

の形式でグループ化されている。ここで、Ｎはこれらの関数の波長のサンプリングステッ
プの数である。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】

結合している、フロントパネルの同じバックライトを持つグループに属する基本のディス
プレイのセットに対応する、この画像のピクセルの色ベクトル

に応じて調節さ

【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
　同時に、それぞれの目的とする値ＲMod、ＧMod、ＢModへの調節をこの同じバックライ
トを持つグループの基本的なディスプレイのセットの値ＶR、ＶG、ＶBに行うことで、色
の明度のみが調節され、次にこのバックライト素子によって発光し、この基本的なディス
プレイのセットのバルブのフィルターＦR、ＦG、ＦBによってフィルターがかけられる。
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